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太陽電池の設置量が増えるにつれて 1、軽量

性やフレキシブル性を有する太陽電池の重要

性も増してきております 2。電気自動車、成層

圏飛行船 3、宇宙用途 4、建材一体型太陽光発電

（BIPV）、耐荷重の低い建物への設置等におい

ても高い重量比出力（kW /kg）が重要となりま

す。フレキシブル太陽電池は曲面にも適してお

ります。Cu(In,Ga)Se2（CI(G)S）系の薄膜太陽電

池は、フレキシブル・軽量太陽電池としても期

待されており 5 6 2、ポリイミド基板上の CIGS
太陽電池では 22.2%の効率が達成されていま

す 7。さらに、セラミックフレキシブル基板上

の集積構造のフレキシブルミニモジュールで

は、18.6%の効率が達成されています 8。CIGS
太陽電池は、軽量・フレキシブル性に加えて、

長期安定性 9や放射線耐性 10など多くの優位点

があります。CIGS 太陽電池は、1.0〜1.7 eV の

広い範囲でバンドギャップ(Eg)が制御可能な

ため、タンデム構造のボトムセルまたはトップ

セルとしても大きな可能性を秘めています。近

年、筆者らは 1eV 付近のバンドギャップを有

する CIGS と III-V 族とを組み合わせた III–
V//CIGS 3 接合太陽電池で 28% 超の効率を得

ました 11 12 13。 
本発表では、ポリイミド基板上に作製したフ

レキシブル CIGS 太陽電池の例（図１）をご紹

介するとともに、フレキシブル化の際に課題と

なる、「歪」に関する研究を報告します。また、

CIGS 太陽電池をボトムセルとして利用する際

に重要となる、トップセルとの良質な接合形成

に向けた、表面平坦性に関する研究、低 In 組

成にて顕著となる、裏面再結合の低減に関する

取り組み等も報告します。 
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図 1 ポリイミド基板（25 µm）上に作製した 
フレキシブル CIGS 太陽電池の例 
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